
学校教育目標 
自ら学び 豊かな力を発揮する子どもの育成  
己を律し 自他を思いやる子どもの育成 
自ら鍛え 心身ともに健康な子どもの育成 

令和６年度重点教育目標   
『対話で未来を拓く～共に学び、高め合う生徒の育成～』 
 
 

 
 

「夢実現計画」 
落部中学校長 鎌 田 孝 紀 

 

 令和７年度が始まり、早一月が過ぎようとしています。４月は入学式に始まり、新入生の受け入

れ、各種生徒会行事の準備、部活動の立ち上げなど、非常に忙しい時期です。本校ではこの後も５

月に３年生の見学旅行・スポーツ大会、７月は２年生の宿泊研修・３年生の職場体験学習などを予

定しています。学校行事とは別に、運動部に所属している生徒にとっては大きな大会が６月・７月

に控えています。６月７日（土）は中体連陸上大会、６月２４日（火）、２５日（水）、２９日（日）

は中体連バドミントン大会、７月６日（日）は中体連柔道大会が開催されます。手前みそではあり

ますが、そんなあわただしい中でも本校の教職員は丁寧な準備で教育活動を進めています。もし何

かお気づきの点がありましたら、ぜひ本校までご連絡ください。 

 

 さて、部活動に関連し、大リーグで活躍する大谷翔平選手のお話をします。大

谷選手が高校時代に作っていた「夢ノート」について聞いたことはあるでしょう

か。「夢ノート」とは大谷選手が自分の夢を実現するために作成したノートで、詳

細は省きますが、①具体的な目標（ゴール）をイメージし、②日々の実践につい

て計画を立て、③活動を記録し必要ならば計画を見直して修正 といった内容です。ポイントとし

て、実現可能な項目を計画に取り入れることで、計画が実行され、達成感や満足感につながり、継

続することができたそうです。 

 また、学習でも運動でも練習や努力をしてもなかなか成果が表れず、

ある日突然、できるようになることがあります。一般的に努力と成長

の関係は、直線ではなく階段状になることが多く、「努力しているけ

れど成果として現れない時期」であっても、あきらめずに努力を続け

ることで成長につながるのです。 

 夢ノートを作ったからと言って、みんなが大リーグで活躍できるわけではありません。しかし、

この「具体的にゴールを設定し、実現可能な計画を立て、活動を記録し、途中で投げ出さずに継続

する」ことは、大学の研究や企業の社員教育などさまざまな分野で取り入れられています。 

 全校生徒３９人がそれぞれ夢を見つけ、夢の実現に向けて計画的に、あきらめずに最後までそれ

に向けて努力を積み重ねる、そんな１年間になることを切に願っています。 

 

 

令和７年５月２日（金） 
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努力した時間と成長の関係 
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５月の行事予定 

１日（木） 尿検査（２次） 

３日（土） 憲法記念日 

道南春季バドミントン大会(～４日) 

４日（日） みどりの日 

５日（月） こどもの日 

６日（火） 振替休日 

７日（水） 避難訓練（火災） 職員会議 

９日（金） 前期生徒総会 

１０日（土） 道南春季陸上競技大会（～11 日） 

１１日（日） 少年の主張 八雲大会 

１２日（月） スポーツ大会練習開始 

１４日（水） ３年生見学旅行（～16 日） 

２０日（火） 内科結核検診 

２３日（金） リーディングスキルテスト（全学年） 

２７日（火） 歯科検診 

２９日（木） スポーツ大会総練習 

３１日（土） スポーツ大会 

 

 

※ スポーツ大会については改めて文書でご案内し

ます。 

※ 町内でクマの目撃情報が相次いでいます。連休中

も屋外での単独行動を避けるなど、十分な注意をお

願いします。 

 

 新入生 11 名を迎えて、令和７年度がスター

トしました。 

４月 1４日に行われた新入生歓迎会では、最初

に生徒会書記局から落部中学校の１年間の 

生活の様子や行事、生徒会活動についての説明

がありました。続いて行われた各部活動からの紹

介では、活動の様子をスライドや実践を交えての

紹介があり、新入生は早速この日の放課後から部

活動見学に参加するなど、中学校生活への期待を

膨らませていました。 

令和７年度重点教育目標 

「『対話で未来を拓く』共に学び、高め合う生徒の育成」 
の実現に向けた各学級の取組 ～学級目標を紹介します～ 

１年生 ２年生 ３年生 

自分たちで意見を出し合って
話し合いをする力が身について
いる１年生の皆さん。 
一人一人の意見を大切に、

「みんなが仲良く平等に元気で
面白いクラス」を目指していけ
るといいですね。 

「かいぜん」。物事を善い方
へ改める改善と掛け合わせた言
葉です。意識や気持ちを善い方
向へ変えていこう、そんな願い
が込められています。 
学級通信のタイトルには、２

年生の皆さんのしたためた文字
が使われています。 

「一意攻苦（いちいこうく）」 
「特定の目標に向かって、一

心不乱に努力する様子。一途に
心を打ちこんで考え込むこと」 
総務班の皆さんの希望で、心

をこめて筆でしたためたものが
教室に掲示してあります。 


